






















研究目的

　臨床遣伝学の発展には,その重大なる目的の一つである遣伝相談を含めて,あ

るいは遣伝相談を支持するあらゆる情報の根本をなす臨床遣伝学の資料の十分

な蓄積,その保存,そして利用の体系が必要である。その第一の理由は,遣伝性

疾患の大部分は,個々にはその頻度が極めて低く,したがって,1 人の研究者,あ

るいは lつの機関において,同一疾患の多数例を観察することは少なく,このた

め,症例に関する情報が散在し,また散発的にしか公表されず,しばしば一般病

歴の中に埋没し,利用されぬままに終ることになるからである。


